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滋賀県議会だより

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

※ 1「「そこ滋賀」プロジェクト」 … 京都を訪問している外国人観光客に対して滋賀県の魅力を発信し、誘客を進めるプロジェクト。
※ 2「IoT」… 自動車、家電、施設などあらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取りをする仕組み。

用語解説

　また9月定例会議において継続審議とされていた平成30年度滋賀
県歳入歳出決算の認定等を求めることについて、認定または可決し
ました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について
審査および調査を行いました。

●CSF（豚コレラ）対策のための補正予算を可決
　総額で5億8,455万4千円の一般会計補正予算（第5号）を可決し
ました。CSFの対策を行っている家畜保健衛生所における交差汚染
防止のため、施設改修の設計経費などが計上されています。

　11月定例会議では、「令和元年度滋賀県一般会計補正予算（第5
号）」をはじめとする知事提出議案19件と議員提出議案8件が上程
されました。これらを審議した結果、意見書案3件を否決したほか、
いずれも原案のとおり可決または同意しました。

11月28日～12月20日の23日間

　

今
後
、
地
域
・
施
設
に
よ
る
看
護

職
員
の
偏
在
や
勤
務
実
態
等
の
県
内

の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
、
既
存
の

調
査
・
統
計
に
加
え
て
、
県
独
自
で

新
た
な
調
査
等
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

今
回
の
需
給
推
計
と
県
の
実
情
の

双
方
を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
予
定
し

て
い
る
「
滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
」

の
中
間
見
直
し
に
合
わ
せ
、
看
護
職

員
の
「
養
成
・
確
保
」、
勤
務
環
境
改

善
等
に
よ
る
「
定
着
促
進
」、
潜
在

看
護
職
員
の
「
復
職
支
援
」
等
に
つ

い
て
、
実
効
性
が
あ
る
施
策
・
事
業

を
総
合
的
に
検
討
し
、
必
要
な
看
護

職
員
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
　
財
　
政

問　
予
算
編
成
方
針
に
掲
げ
る

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

「
わ
く
わ
く
す
る
予
算
」「
世
界
と
の

つ
な
が
り
」
の
３
つ
の
視
点
を
ど
の

よ
う
に
施
策
に
反
映
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答　
新
年
度
予
算
編
成
で
は
、「
健

康
し
が
へ
の
挑
戦
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
特
に
意
を
用
い
る
3
つ

の
視
点
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
と

い
う
視
点
で
は
、
特
に
、
様
々
な
課

題
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も

達
に
寄
り
添
い
、児
童
虐
待
や
貧
困
、

い
じ
め
・
不
登
校
等
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
を
し
っ
か
り
検
討
し
、

「
子
ど
も
」
の
健
や
か
な
成
長
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
わ
く
わ
く
す
る
予
算
」
と
い
う

視
点
で
は
、
Ｉ※

2

ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
自
動

運
転
な
ど
の
近
未
来
技
術
の
実
装
に

向
け
た
取
組
や
、
幻
の
「
安
土
城
」

復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
戦
国
ワ
ン

し
、
特
に
中
国
に
つ
い
て
は
、
長
沙

に
開
設
し
ま
し
た
「
滋
賀
県
誘
客
経

済
促
進
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
に
、
友

好
州
省
連
携
の
関
係
性
を
活
か
し
た

取
組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

併
せ
て
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客

が
滞
在
し
て
い
る
京
都
市
で
展
開
す

る
「※

1

そ
こ
滋
賀
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
、
京
都
か
ら
す
ぐ
近
く
の
滋

賀
に
来
て
い
た
だ
く
取
組
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
政
策

問　
看
護
職
員
の
2
0
2
5
年
に

お
け
る
需
給
推
計
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
県
内
で
7
0
9
人
か
ら

2
0
9
7
人
が
不
足
す
る
と
の
見
込

み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
看
護
人
材
の
確
保
、
養
成

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

答　
今
回
の
看
護
職
員
需
給
推
計

は
、
地
域
医
療
構
想
等
に
お
け

る
2
0
2
5
年
の
医
療
需
要
に
基
づ

き
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
前
提

条
件
の
下
で
算
定
さ
れ
た
需
要
と
供

給
の
今
後
の
大
き
な
方
向
性
を
示
す

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

災
害
対
策

問　
国
は
既
存
ダ
ム
の
運
用
見
直

し
に
向
け
た
検
討
会
議
に
お
い

て
、
利
水
目
的
の
ダ
ム
に
つ
い
て
も

大
雨
の
際
に
は
事
前
に
ダ
ム
の
水
を

放
流
し
、
貯
水
量
を
増
や
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
が
、
本
県
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。

答　
県
内
で
利
水
機
能
を
有
し
、

事
前
放
流
の
可
能
性
の
あ
る
ダ

ム
は
、
上
水
道
・
工
業
用
水
の
供
給

お
よ
び
治
水
目
的
の
青お

お

土づ
ち

ダ
ム
と
、

農
業
用
水
の
供
給
を
目
的
と
し
た
、

永
源
寺
ダ
ム
、
野
洲
川
ダ
ム
、
蔵ざ

王お
う

ダ
ム
、
犬
上
川
ダ
ム
で
す
。

　

豪
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
こ

れ
ら
の
ダ
ム
で
事
前
放
流
す
る
こ
と

に
よ
り
貯
水
容
量
を
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
施

に
は
、
利
水
関
係
者
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
、
放
流
能
力
が
不
足

し
事
前
放
流
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

ま
ず
は
青
土
ダ
ム
に
つ
い
て
、
操
作

ル
ー
ル
の
検
討
、
利
水
関
係
者
と
の

協
議
・
調
整
を
含
め
、
事
前
放
流
の

実
施
に
向
け
た
取
組
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、永
源
寺
ダ
ム
に
お
い
て
は
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
通
常
よ
り
貯

水
位
を
下
げ
、
洪
水
に
備
え
た
運
用

を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
市
町
等
と

愛
知
川
沿
川
の
防
災
対
策
に
関
す
る

議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
国
の
議
論
も
注
視
し
、
対

応
に
つ
い
て
議
論
を
し
っ
か
り
と
積

み
重
ね
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興

問　
令
和
元
年
10
月
に
観
光
庁
が

公
表
し
た
宿
泊
旅
行
統
計
調
査

で
は
滋
賀
県
内
宿
泊
者
数
は
2
か
月

連
続
で
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
う

ち
外
国
人
に
つ
い
て
も
全
国
平
均
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

宿
泊
客
と
外
国
人
客
の
誘
客
に
向
け

た
戦
略
的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答　

宿
泊
客
数
の
増
加
に
向
け
て

は
、
早
朝
の
座
禅
体
験
や
夜
間

特
別
拝
観
な
ど
の
朝
型
・
夜
型
観
光
、

滋
賀
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
体
験
い

た
だ
く
滞
在
型
観
光
の
充
実
を
図
る

こ
と
等
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
数
の
増
加

に
向
け
て
は
、
滋
賀
県
へ
の
来
訪
が

多
い
東
ア
ジ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と 青土ダム

西教寺の夜間特別拝観

11
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

11月定例会議の概要
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

術
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
水
稲
と

茶
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
と
し
、

水
稲
に
つ
い
て
は
、
県
が
作
成

し
た
「
栽
培
の
手
引
き
」
を
活

用
し
た
現
地
実
証
な
ど
技
術
の

普
及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ

の
秋
に
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
近
江

米
」
の
試
験
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。
現
在
、
大
手
量
販
店
で

通
常
の
米
の
2
倍
近
く
の
価
格

で
販
売
さ
れ
、
売
れ
行
き
は
順

調
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
茶
に
つ

い
て
は
、
生
産
者
と
販
売
業
者

等
が
連
携
し
て
生
産
拡
大
を
進

め
、
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州

で
の
販
路
開
拓
に
よ
り
、
4
店

舗
で
販
売
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
産
者
、
農
業

団
体
、
流
通
業
者
、
行
政
が
一

丸
と
な
り
産
地
づ
く
り
と
販
路

開
拓
を
同
時
に
進
め
、
全
国
初

と
な
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
の
県

統
一
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
化
が
図

れ
た
こ
と
な
ど
は
、
今
後
に
つ

な
が
る
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま

す
。

　

課
題
と
し
て
、
生
産
面
で
は

安
定
生
産
に
向
け
た
栽
培
技
術

の
指
導
・
支
援
と
指
導
者
の
育

成
、
流
通
面
で
は
、
販
路
開
拓

の
強
化
と
物
流
の
確
立
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

ダ
ー
ラ
ン
ド
や
ビ
ワ
イ
チ
な
ど
、

県
民
の
皆
様
と
一
緒
に
将
来
の

夢
を
描
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

施
策
を
埋
め
込
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
「
世
界
と
の
つ
な
が
り
」
と
い

う
視
点
で
は
、
来
年
度
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
世
界
に
広
く
発
信
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
滋
賀
県
誘
客
経

済
促
進
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
す

る
な
ど
、
本
県
へ
の
観
光
誘
客

や
県
内
企
業
の
海
外
進
出
、
人

材
確
保
に
も
つ
な
が
る
取
組
を

検
討
し
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る

滋
賀
を
意
識
し
て
、
予
算
編
成

に
あ
た
り
ま
す
。

福
祉
政
策

問　
手
話
言
語
条
例
や
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
条
例
検
討
小
委
員
会
が

平
成
31
年
3
月
26
日
に
設
置
さ

れ
た
が
、
そ
の
経
緯
や
目
的
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　
条
例
検
討
小
委
員
会
は
、

滋
賀
県
社
会
福
祉
審
議
会

の
共
生
社
会
づ
く
り
条
例
に
関

す
る
答
申
を
受
け
、
手
話
言
語

や
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
条
例
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
、
全
県
的
な
議
論
を
行

う
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
発
達
障
害
者
な

ど
、多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
を
用
い
る
方
々
や
支
援

者
に
参
画
を
い
た
だ
き
、
先
行

自
治
体
の
状
況
や
専
門
家
の
お

話
も
伺
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
4
回
開
催
し
、
条

例
が
必
要
と
い
う
点
で
は
一
致

を
し
て
い
ま
す
が
、
条
例
の
形

に
つ
い
て
は
、
手
話
言
語
と
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一

体
的
に
条
例
化
す
る
べ
き
と
い

う
意
見
と
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
す

る
べ
き
と
い
う
意
見
に
分
か
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
、
小
委
員
会
で
今
年
度

内
を
目
途
に
「
中
間
ま
と
め
」

を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

り
、
そ
の
報
告
を
受
け
た
障
害

者
施
策
推
進
協
議
会
の
御
意
見

を
踏
ま
え
、
条
例
化
す
る
場
合

の
形
、
時
期
等
に
つ
い
て
、
県

と
し
て
の
考
え
を
示
し
て
ま
い

り
ま
す
。農

業
政
策

問　
今
年
度
「
滋
賀
県
産

オ※
3

ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
を
国
内

外
へ
向
け
発
信
さ
れ
た
が
、
現

状
で
の
評
価
と
課
題
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
本
県
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
業
で
は
、
安
定
生
産
技

　

今
後
、
生
産
と
流
通
両
面
か

ら
の
取
組
を
一
層
強
化
し
、
輸

出
の
可
能
性
も
視
野
に
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
と
い
え
ば
滋
賀
県
」

と
な
る
よ
う
関
係
団
体
と
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

学
校
教
育

問　
不
登
校
児
童
生
徒
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
小

学
校
と
中
学
校
、
中
学
校
と
高

等
学
校
間
で
の
情
報
共
有
の
状

況
と
課
題
、
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　
中
学
校
1
年
生
で
不
登

校
生
徒
が
急
激
に
増
加
す

る
、い
わ
ゆ
る「
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
」

を
解
消
す
る
た
め
、
中
学
校
区

ご
と
に
管
理
職
や
各
担
当
者
が

定
期
的
に
情
報
共
有
を
行
う
と

と
も
に
、
小
学
生
が
中
学
校
の

授
業
を
体
験
し
た
り
、
生
徒
に

よ
る
学
校
生
活
の
紹
介
の
よ
う

な
、
中
学
校
区
に
お
け
る
小
中

学
校
の
共
通
実
践
な
ど
積
極
的

な
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
・
高
等
学
校
間
に
つ

い
て
は
、
進
学
時
の
情
報
共
有

は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

進
学
後
そ
れ
ぞ
れ
の
高
等
学
校

に
お
い
て
、
生
徒
の
出
身
中
学

す
べ
て
と
緊
密
な
連
携
を
図
る

こ
と
は
、
対
象
と
な
る
中
学
校

が
多
く
、
小
・
中
学
校
間
に
比

べ
て
困
難
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
中
学
校
・
高
等
学
校

間
に
よ
る
、
更
な
る
連
携
に
つ

い
て
、
よ
り
適
切
に
情
報
共
有

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※ 3「オーガニック」… 農薬や化学肥料を使わないことを基本とし、栽培する方法。用語解説

議会からのお知らせ

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議
録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしています。

（※スマートフォン等でも御覧いただけます。）
滋賀県議会ホームページ
https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会ツイッター

（アカウント名 @shigakengikai）

●２月定例会議の御案内
　2月17日（月）から3月23日（月）までの36日間の日程で開
催する予定です。
　本会議や委員会は傍聴することができます。本会議場には、車
椅子用の傍聴スペースが2席分あります。団体で傍聴される場合
や詳細についてはお問い合わせください。

11月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 結 果

（知事提出）
議第161号～
議第165号

平成30年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定を求
めることについて　ほか4件 認定

議第183号 平成30年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処
分につき議決を求めることについて 可決

議第196号～
議第197号 令和元年度滋賀県一般会計補正予算（第5号）　ほか1件 可決

議第198号～
議第205号

滋賀県特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案　
ほか7件 可決

議第206号～
議第210号

契約の締結につき議決を求めることについて（草津警察署庁舎新築工事
（建築））　ほか4件 可決

議第211号～
議第214号 滋賀県人事委員会委員の選任につき同意を求めることについて  ほか３件 同意

11月定例会議で審議した意見書
番　号 件　　　　　　　　　　名 結 果

意見書第17号 1年単位の変形労働時間制導入の中止を求める意見書案 否決
意見書第18号 後期高齢者医療制度の窓口負担の現行1割継続を求める意見書案 否決

意見書第19号 要介護度1・2の介護サービスを介護保険給付から外さないよう求める
意見書案 否決

意見書第20号 私学助成の充実強化等を求める意見書案 可決
意見書第21号 軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書案 可決
意見書第22号 新たな過疎対策法の制定を求める意見書案 可決
意見書第23号 「あおり運転」に対する厳罰化等の更なる対策の強化を求める意見書案 可決
意見書第24号 CSFの早期終息等に向けた緊急かつ具体的な対策を求める意見書案 可決

ビワイチ

オーガニック近江米を販売している様子

11月定例会議で採択した請願
●免税軽油制度の継続を求めることについて

宮城県と福島県に見舞金を贈呈
　滋賀県議会から、令和元年10月の台風19号により大きな被害
を受けた宮城県と福島県に対し、それぞれ10万円の見舞金を贈呈
しました。


